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永冨兄弟、全国の舞台で健闘！
スピードスケート選手権大会で活躍
福岡県大会で好成績を収めた永冨凱理さん、翔理さん
が、3月 22日、23日に兵庫県で開催された「全日本ノー
ビスカップショートトラックスピードスケート選手権
大会」に出場しました。凱理さんは中学生の部で準々
決勝進出、翔理さんは小学生の部 1500mで第 2位と
健闘しました。凱理さんは「来年は必ず入賞できるよ
う日々頑張ります」翔理さんは「2位になれて嬉しかっ
た」と語りました。今後の活躍が期待されます。

半世紀の歴史を語る！
資料館mini トークライブ開催
昭和50年の開館から半世紀、3月 31日をもって休館し
た苅田町歴史資料館。3月 30日に、休館と長年続いた一
日館長制度の終了を記念し、mini トークライブが開催さ
れました。「一日館長の思い出」をテーマにしたトークセッ
ションでは、歴代の一日館長たちが貴重な体験や館への
想いを語りました。来場者は「歴代の一日館長たちが、ど
んな思いを込めてきたのかが伝わり、この館の 50年分
の歴史を感じることができました」と語りました。

日産自動車九州㈱から温かい贈り物！
黄色い帽子の購入費と絵本を寄贈
子どもたちの安全に役立ててほしいと、日産自動車九
州㈱から黄色い帽子の購入費用が贈られました。同社
はこれまでも毎年、新 1年生に黄色い帽子の購入費用
を寄付しており、第 40 回「日産童話と絵本のグラン
プリ」大賞作品 2冊も併せて寄贈していただきました。
3月 26日に行われた贈呈式では、井上教育長が「毎年
寄贈していただきありがとうございます。子どもたち
も大変喜びます」と感謝の言葉を述べました。

世界につながる苅田の港！
新松山地区岸壁整備が本格化
苅田港新松山地区で大型の船を接岸させるための岸壁
整備が進められています。新松山地区で進められてい
る岸壁は、「ケーソン」と呼ばれる鉄筋コンクリート製
の箱を海中に設置されることで整備され、設置される
ケーソンの高さは 15m、5階建てのビルに相当します。
工事発注者の国土交通省苅田港湾事務所田川所長は「私
たちの工事で企業活動が推進され、多くの方の生活が
より良くなるように頑張ります」と話していました。

苅田町公式 You Tube
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町内の外国人住民が、日本語で苅田町への想いを発表
する日本語発表会が、町立図書館で 3 月 23 日に開催
されました。審査の結果、将来の目標を述べたファン・
フーン・リンさんが 1 位に選ばれました。また、事前
の投票によるフォトコンテストでは、マルヴィンさん
の作品が１位に選ばれました。来場者からは「目標の
ために日本語を一生懸命勉強しているのが伝わり、素
晴らしいと感じました」などの感想が寄せられました。

3 月 14 日、中央公民館にて歯科講演会「見逃さないで！
お口の乾燥～口腔機能向上プログラム体験～」が開催
されました。九州歯科大学・口腔内科学分野の鶴島弘
基先生による講演では、口腔内の潤いの大切さやオー
ラルフレイルに関するお話、「りっぷるとれーなー」を
使ったお口まわりの筋肉の鍛え方、唾液腺マッサージ
なども教えていただきました。質疑応答も活発で、参
加した方々も楽しみながら参加していました。

九州歯科大学の鶴島先生から学ぶ
お口の乾燥対策で健康増進！

外国人住民による日本語発表会＆
フォトコンテストを開催しました！

　北九州空港開港 19 周年を記念し、北九州空港感謝祭が 3 月
16 日に開催されました。当日は、スターフライヤー子ども制服
体験、ＪＡＬ折り紙飛行機教室など空港ならではの催しが多数
行われ、令和 6 年 4 月より国内貨物定期便が就航したヤマトグ
ループによる北海道・沖縄などの日本各地の名産品販売も行わ
れました。
　町や観光協会もブースを出展し、地元特産品の販売やＰＲな
どが行われました。町のブースでは、苅田町合併 70 周年ロゴマー
クをベースにした塗り絵を行い、子どもたちが思い思いの色でロ
ゴをカラフルに彩っていました。この塗り絵は町公式ホームペー
ジで紹介しています。
　さらに、当日には、空港内の新たな飲食施設「Mt.SARAKURA 
天宮 SKY LOUNGE」や「青龍窟（立ち呑み）」がオープンしました。
　「Mt.SARAKURA 天宮 SKY LOUNGE」は、滑走路を走る飛
行機を見られる新スポットです。機内までのおもてなしをコン
セプトにしたレストランで、誰でも利用できます。
　北九州空港へお越しの際は、新しくできた
レストランにぜひお立ち寄りください。

開港 19周年を記念し北九州空港感謝祭
たくさんの親子連れで賑わう

塗り絵は
町HPへ
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